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令 和 5 年 度 

民生常任委員会 行政視察報告書（1日目） 

 

【視察先】 神奈川県横浜市青葉区 NPO法人ピッピ・親子サポートネット 

① ピッピみんなの保育園 ②小規模認可保育施設りとるピッピ 

 

【視察日時】 令和 5年 11月 13日(月) 14時 00分～ 

【視察内容】 働いてなくても預かる一時保育等について 

【対応者】 理事長  若林 智子 

       副理事長 友澤 ゆみ子  他 

                                   

【報告者】 小玉 淳子 

 

【説明内容】 

1. 働いていなくても子どもを預かる場 

子育て支援も待機児童問題も「一時保育がカギ」と考え、認可保育所だけではなく小規

模保育や、一時預かり専用保育施設、親と子のつどいの広場など、4カ所で一時保育を

行っている。 

2. 多様な生き方や働き方を応援 

働くスタッフの多くが、この地域で暮らす子育て・介護の当事者や経験者。仕事と両立

できるよう短時間就労制など、自分たちにあった働き方をつくっている。また、生活困

窮者自立支援事業への協力や生きづらさを抱えた若者たちに就労体験の場を提供してい

る。 

3. 子育て・介護を社会全体で支えるしくみをよりよくしていく 

志ある団体と広くネットワークし、国や自治体への政策制度の提案活動や協議体をつく

って福祉の質向上に取り組んでいる。 

4. 事業・取り組みについて 

① ピッピ保育園       ：横浜市認可保育所 

② となりのいえ       ：小中高生のための放課後等デイサービス 

③ ピッピおやこの広場はっぴぃ：親と子のつどいの広場事業  

④ りとるピッピ       ：小規模保育事業 

⑤ ピッピみんなの保育園   ：横浜市認可保育所・一時保育・親子支援 

⑥ 大場町みんなのいえ    ：小規模保育事業・介護保険通所介護事業                  

⑦ フードシェア*いちがお   ：各事業所でのフードドライブ 

⑧ ピッピヘルパーケア    ：横浜市産前産後、育児支援、養育支援ヘルパー派遣 
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5. 保育園をつくって解決したかったこと 

親が働いていても・いなくても子どもにとって公平・公正な制度に多様な保育・子育て

支援ニーズに応えられるしくみ。地域に小規模で家庭的な保育園があって、柔軟な対応

ができる場所となる。認可。認可外を問わず一時保育の制度を充実していく。 

 

6. 一時預かり・年齢別利用状況 

コロナ過で 2020年度の利用は全体的に少なかったが、昨年度から増えている傾向にあ

る。今年度は、横浜市で 0歳児が一時預かりに使える無料クーポンの配布もあり、0歳

児の利用がふえてきている。 

 

【質疑応答】 

 Ｑ：事前に予約が必要になると思うが、当日預けることは可能なのか。 

 Ａ：基本的には予約して頂いているが、連絡をもらいその日の定員に空きがあれば対応

している。空きがない場合は、他施設を紹介し利用してもらっている。 

 

 Ｑ：子どもとのコミュニケーションで大切にされていることは。 

 Ａ：1人 1人の気持ちを受け止め尊重し、保護者と離れている時間を不安なく過ごせる

ように関わっている。 

 

 Ｑ：どのような方が利用されているのか。 

 Ａ：様々ではあるが、就労のための定期利用や子どもと離れて 1人の時間を作るため、

子育てうつや虐待の予防などです。 

 

 Ｑ：今後の展望があれば教えてください。 

 Ａ：子育てを親の責任にして親子を追い詰めるのではなく、社会全体で子どもを育てる

仕組みを作っていかなければならないと思います。法人内他事業との連携をより強

めて利用しやすくしていきたいです。 

 

【所感】 

理事長はじめ、ほとんどのスタッフの方が、自分の経験を活かして子育てと仕事の両立を 

し、いきいきと働いていることを実感しました。また、預ける側は事業所がたくさんある 

ので、自分や子どもにあった場所で子どもを預けることができるので、利用しやすいので 

はないかと感じました。 

理事長が仰っていた社会全体で子どもを育てる仕組み作りは重要であると思います。今回 

お話しを聞かせていただき、今後の本市の子育て支援の取り組みに反映できるようにして 

いきたいと思います。 
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【視察の様子】 
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令和５年度 

 民生常任委員会 行政視察報告書（２日目） 

【視察先】  品川区議会、インクルーシブひろばベル 

【視察日時】 令和５年１１月１４日（火） 13 時～１４時３０分 

【視察内容】 インクルーシブひろばベル事業について 

       （（前半を品川区役所において事業の内容を学んだあと、インクル

ーシブひろばベルに場所を移して現地視察） 

【対応者】  品川区議会議長               渡辺 裕一 

       品川区福祉部障害者福祉課長         松山 香里 

       インクルーシブひろばベル施設長       岩間 綾香 

【報告者】  人見 哲哉 

【視察研修事項】 

 ●インクルーシブひろばベル事業（（医療的ケア児地域生活支援促進事業）設置

経緯 

  医療技術の進歩に伴い、医療的ケア児が増加するとともにその実態が多様

化し、医療 

  的ケア児およびその家族が、適切な支援を受けられるようにすることが重

要な課題で 

  あり、品川区では医療的ケア児支援法（R３年６月制定）の制定に先駆け、

R２年度の 

  準備を経て、R３年４月１日から本事業を開始 

 ●インクルーシブひろばベルについて 



  障がいのある子もない子も、「すべての子どもがワクワクするあそび場」を

テーマに一 

  緒に安心してこられる場所として誕生 

 ●インクルーシブひろばの概要 

  ・品川区の委託事業 

  （・保育スタッフ、看護スタッフが常駐（（医療的ケア児等コーディネーターを

含む） 

   ※お子さんの託児や医療的ケアは行っていません。 

  ・開館時間  平日 １０時～１７時 

  ・利用料   無料（どこにお住いの方でも利用 OK） 

 ●整備費用 

  総額 ２４，０００（千円）-------- 設計工事費、運営費 

 ●北広島市の今後の取組について 

  本市においても（「医療的ケア児（・者」に対する支援は今後より必要であり、

品川区のような事業が求められると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【視察の様子】 

 

 



 

 



令 和 5 年 度 

民生常任委員会 行政視察報告書（3 日目） 
 

【 視察先 】株式会社 JEPLAN 

【視察日時】令和５年 11月 15日(水) 10時 00分～11時 30分 

【視察内容】プラスチック循環プロジェクトについて 

【 対応者 】株式会社 JEPLAN プロダクトセールス課 小堀端奈々様 

【 報告者 】松本 亜美里 

 

1, 事業内容 

JEPLANのリサイクルテクノロジー・スキームを活用。「あらゆるものを循環さ

せる」「リサイクル×ブランディング」のフィロソフィーのもと、回収→リサイ

クル→再製品化までをワンストップで実現。 

リサイクル対象例：PETボトル、繊維製品、プラスチック 

 

2，消費者を巻き込むリサイクルプロジェクト 

・JALバイオジェット燃料フライト 

古着(綿)を原料とした 10万着もの衣料を回収し、バイオジェット燃料の製造

に挑戦。実際には約 30万着者衣料回収に成功。2021年 2月に羽田～福岡間で運

行される運びとなった。 

 

3，繊維リサイクル 

2010年以来、1600以上の拠点で衣料回収を実施し、国内プラントで繊維に再

生する。 

また、使用済みのポリエステル製品を原料としたかケミカルリサイクル技術

により解重合を行い、もう一度新しいポリエステル製品に再生する取組も行っ

ている。 

「着る→服を回収→リサイクル→服をつくる」といった循環を指し示す

「Bring」に大手百貨店各社が参加し、各社が「Bring」スキームを用いた衣料品

回収を実施。さらに、そごう西武においては、再生繊維を用いた Tシャツなどの

アパレル製品の販売も実施している。 

 

 

 



4，プラスチックリサイクル 

・マックでおもちゃリサイクル 2021 

全国のマクドナルドで、使わなくなったハッピーセットのおもちゃを回収し、

ペレット化。その後インジェクション成型を行い、マクドナルドのトレイに再生。

本プログラムの参加者を対象としたアンケートでは、満足度 80％以上かつリピ

ート意向 90％以上という高い数値を叩き出した。また、プログラム実施中の売

上げが増加し、一度の体験が再来店につながる効果を示すことができた。 

 

5，ペットボトルからペットボトルへのリサイクル 

使用済みペットボトルを化学的に分解して PET 原料に戻し、再び PET 樹脂を

つくる先進技術でリサイクルを実現。石油由来の材料を使用した通常の PET 樹

脂と同品質の樹脂を使用済みのペットボトルから生産することができる、完全

循環型のリサイクル手法である。 

このボトル toボトルリサイクルの推進は全国の自治体とも連携が図られてい

る。本市も「脱炭素社会」の推進に寄与することを目的とし、2023年 5月 10日

に(株)JEPLAN と資源循環推進に関する包括連携協定を締結した。この協定締結

により、使用済みペットボトルのボトル toボトルのリサイクル推進や市民への

環境教育や啓発活動などの連携が進められる。 

 

6，所感 

リサイクルの循環やそれまでの過程など、ひとつひとつにストーリーがあり

大変興味深い内容だった。現在サステイナブルな取組があらゆる所でなされて

いるが、日頃使用しているたったのペットボトル 1 本や洋服 1 着で次の発展へ

と寄与できるのなら、自分でもできることから始めていこうと思うのと同時に、

リサイクルがより身近に感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【視察の様子】 

 

リサイクル工場見学 

 

 

フレーク化としたペットボトル 

 



 

 

 

 

 

 


